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(57)【要約】
　本発明の主題は、付ける際にソフトでクリーム質であり、また、５ｎｍと１０μｍの間
の平均の大きさおよび２未満の屈折率を有する粒子が表面に配置された小板状の基材から
なるフィラーを含む、コンパクトパウダーである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微粒子相および脂肪相を含み、
　－前記微粒子相が、５ｎｍと１０μｍの間の平均の大きさ、および２未満の屈折率を有
する有機もしくは無機粒子により被覆された小板状の基材を含む、少なくとも１種のコン
ポジットフィラーを含むこと、および
　－前記脂肪相が、組成物の重量に対して、１５重量％未満、好ましくは１０重量％未満
、さらには５重量％未満を占めること
を特徴とし、
　前記コンポジットフィラーが、組成物の全重量に対して、２重量％から９５重量％を占
める、コンパクト化された形態のメイクアップまたはケア化粧料組成物。
【請求項２】
　前記粒子が、アルミナまたは水酸化アルミニウムまたはシリカなどの、金属の酸化物ま
たは水酸化物の粒子であることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　微粒子相および脂肪相を含み、
　－前記微粒子相が、アルミナおよび水酸化アルミニウムから選択される、５ｎｍと１０
μｍの間の平均の大きさを有する無機粒子により被覆された小板状の基材を含み、該粒子
が２未満の屈折率を有するコンポジットフィラーを含むこと、および
　－前記脂肪相が、４２０ｇ／ｍｏｌを超える分子量の１種または複数のオイルを含む場
合、該オイルもしくは該オイルの全てが、組成物の重量に対して、５重量％未満、好まし
くは３重量％未満、より好ましくは１重量％未満を占めること
を特徴とし、
　前記コンポジットフィラーが、組成物の全重量に対して、２重量％から９５重量％を占
める、コンパクト化された形態のメイクアップまたはケア化粧料組成物。
【請求項４】
　前記コンポジットフィラーの基材がケイ酸塩であることを特徴とする、請求項１から３
のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　前記ケイ酸塩が天然または合成マイカであることを特徴とする、請求項４に記載の組成
物。
【請求項６】
　前記粒子の形状が、本質的に球状である、または本質的に円柱状であることを特徴とす
る、請求項１から５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記微粒子相が、組成物の全重量に対して、７５重量％から９９重量を占めることを特
徴とする、請求項１から６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　アイシャドウ、ファンデーション、コンシーラー製品またはブラッシャーの形態にある
ことを特徴とする、請求項１から７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記コンポジットパウダーの平均の大きさが、３０ミクロン以下、より好ましくは１５
ミクロン以下、優先的には１０ミクロン以下であることを特徴とする、請求項１から８の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記コンポジットフィラーが、ＩＮＣＩ名：
　－マイカ＆アルミナ、
　－マイカ＆水酸化アルミニウム、
　－マイカ＆アルミナ＆ジメチコーン、
　－マイカ＆水酸化アルミニウム＆ジメチコーン
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を有するフィラーから選択されることを特徴とする、請求項１から９のいずれか一項に記
載の組成物。
【請求項１１】
　前記コンポジットフィラーが、ＩＮＣＩ名：
　－マイカ＆シリカ、
　－マイカ＆シリカ＆ジメチコーン
を有するフィラーから選択されることを特徴とする、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記基材と前記粒子の質量比が、２０／８０と９０／１０の間、好ましくは７０／３０
と８０／２０の間であることを特徴とする、請求項１から１１のいずれか一項に記載の組
成物。
【請求項１３】
　窒化ホウ素、架橋アクリレートポリマー、およびこれらの混合物から選択される別のパ
ウダーを含むことを特徴とする、請求項１から１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記コンポジットフィラー、および組成物中に任意選択で存在する他のフィラーが、微
粒子化されていることを特徴とする、請求項１から１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　請求項１から１４のいずれかに記載の組成物を局所的に皮膚に付けることを含む、頬お
よび瞼などの皮膚をメイクアップするための化粧方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スキンケアまたは皮膚をメイクアップするための化粧料組成物に関し、この
組成物は、コンパクトパウダーの形態であり、また微粒子フィラーを含む。
【背景技術】
【０００２】
　化粧料組成物、例えば、ブラッシャー、アイシャドウおよびファンデーションの多くは
、さらさらした、コンパクト化された、または成型されたパウダーの形態である。コンパ
クトパウダー（あるいは、コンパクト化されたパウダー）は、着色もしくは無着色のパウ
ダーと、特に脂肪物質を含むバインダーとの混合物から本質的に構成される。バインダー
には、最終製品に一定の密度をもたせ、微粒子相の無機および／または有機粒子に一定の
凝集力をもたせ、メイクアップ製品に柔らかさおよびエモリエント性をもたせ、皮膚への
その製品の付着性を向上させる意図がある。
【０００３】
　これらのコンパクトパウダーは、通常、指で、または例えば、スポンジ、パウダーパフ
またはブラシなどのアプリケータを用いて皮膚に付けられる。使用者は、このような製品
を用いる場合、通常、付ける心地よさを期待し、これは特に、柔らかさ、皮膚で滑り溶け
ることができること、および微細でクリーム質のテクスチャなどの品質によって表される
。
【０００４】
　付ける際の滑り性および柔らかさは、通常、選択されるバインダーの性質および量に関
連する。このため、組成物は、その外観が均一であることを保証し、付けている間の良好
な引延し性をもたせ、時間と共にメイクアップが劣化することを防ぎ、その良好な可浸蝕
性（erodability）を保証し、ひび割れ（これは、特に衝撃によって引き起こされ得る）
を防ぐのに十分な量のバインダーを含むべきである。ところで、状況によっては、バイン
ダーの性質およびこの十分な量のバインダーは心地よさの点で不利であることが示される
こともある。
【０００５】
　したがって、通常、オイルおよびワックスが、特にファンデーションパウダー、アイシ
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ャドウ、ソリッドマスカラ、リップスティックおよびブラッシャーにおいて、パウダーの
ためのバインダーとして固体化粧品に用いられる。オイルおよびワックスは、それらの滑
り性のために、皮膚でクリーム質の感触を与える。しかし、パウダーの凝集力を保証する
のに必要とされる脂肪物質の量が多くなると、使用者によっては、その製品をべとべとす
ると感じることがある。
【０００６】
　例えば、特許ＵＳ－Ａ－５　０２３　０７５、ＥＰ　１　１８４　０２８、ＥＰ　７９
２　６３３およびＥＰ　１　６９８　３２３に記載されているように、バインダーとして
ポリブテンを、あるいはシリコーンオイルを、あるいは出願ＥＰ－Ａ－４６９　６０２に
記載されているように、フルオロオイルを用いることが実際に知られている。長鎖脂肪酸
エステル、例えばステアリン酸イソセチルに基づく、コンパクト化パウダーのためのバイ
ンダーも特許ＵＳ－Ａ－５０６３０５０またはＥＰ　７２３　７７６に記載されている。
【０００７】
　さらに、コンパクトパウダーの製造は実際に多くの困難を提起する。これは、最終組成
物が容易に取り出すことができ、その上ある脆さを防ぐために十分に均一でコンパクトで
なければならないためである。さらに、固体粒子は均一な製品の塗布を可能にするように
、十分に分散しているべきである。
【０００８】
　ところで、本発明によるコンパクトパウダーを調製するために、バインダーの存在下で
パウダーをプレス成型する公知技術を用いることができる。場合によって、成型のあらゆ
る時点で一定圧力を得ることが難しいことがあり、得られるコンパクトパウダーは脆い部
分を示し得る。本発明による組成物はこれらの欠点を有さず、丈夫である、すなわち耐衝
撃性があり、滑らかで、平坦な表面を有する。
【０００９】
　さらに、消費者は、コンパクト化された形態の組成物で、それらの滑らかでクリーム質
の感触が、皮膚に付けた後、グリースが残留する感触として残らない（これは、通常のバ
インダーでは常にそうとは限らない）組成物を求めている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、固体粒子の良好な分散、および良好な凝集力を示し、任意にブラシを用いて
容易に取り出すことができ、付けること、および付けていることを快適にする特性を有す
るコンパクト化パウダーの形態の組成物を提供することによって、先行技術の困難性およ
び欠点を克服しようとするものである。
【００１１】
　本出願人は、驚くべきことに、小さいサイズの粒子により被覆されたフレーク状基材か
ら構成される特定のコンポジットフィラーが、満足すべき特性を有するコンパクト化組成
物を、特に、良好な凝集力、および付ける際の一定の滑り性を得るために通常必要とされ
る量のバインダーを加える必要なく、生じ得ることを見出した。
【００１２】
　いくつかの文献が、薄板状（lamellar）ベースを有するコンポジットパウダーを含むメ
イクアップ組成物を記載している。
【００１３】
　例えば、文献ＪＰ２００２－１５４９２９の主題は、２種のパウダー：
　－Ａ：球状粒子により被覆された薄板状コンポジットフィラー、および
　－Ｂ：１／１と１／４０の間の短軸／主軸の比、０．５以下の厚さ／主軸の比、および
１．６０と２．１５の間の屈折率によって特徴付けられる薄板状パウダー、例えば、窒化
ホウ素
の組合せを含むメイクアップ組成物である。
【００１４】
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　文献ＪＰ２００２－０４７１３８は、３種のパウダー：
　－Ａ：球状粒子により被覆された薄板状ベースを有し、球状粒子／薄板状ベースの比＝
２０／８０～８０／２０によって特徴付けられるコンポジットフィラー、
　－Ｂ：顔料により被覆された真珠光沢剤、例えば、酸化鉄で覆ったＴｉＯ２被覆マイカ
顔料、
　－Ｃ：１／１から１／２０の短軸／主軸の比、および０．１以下の厚さ／主軸の比によ
って特徴付けられる薄板状パウダー、例えば、窒化ホウ素
の組合せを含むメイクアップ組成物に関する。
【００１５】
　本出願人は、その柔らかくクリーム質で滑らかな感触が、通常のコンパクト化配合のも
のに匹敵し、皮膚に付けた後で残留するグリースの感触が通常のコンパクトパウダーに比
べて少ないコンパクト化パウダーを提案する。
【００１６】
　得られるコンパクト組成物は、取り出す際に柔らかくクリーム質であり、指またはブラ
シで容易に崩潰する。また、該コンパクト組成物は、コンパクト化が容易であり、十分な
凝集力を有し、時間が経っても安定であり、耐衝撃性があり、滑らかで平坦な表面を有す
る。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　第１の実施形態によれば、本発明の主題は、微粒子相および脂肪相を含む、コンパクト
化された形態のメイクアップまたはケア化粧料組成物であり、
　－前記微粒子相が、５ｎｍと１０μｍの間の平均の大きさ、および２未満の屈折率を有
する有機もしくは無機粒子により被覆された小板状の基材を含む、少なくとも１種のコン
ポジットフィラーを含むこと、および
　－前記脂肪相が、組成物の重量に対して、１５重量％未満、好ましくは１０重量％未満
、さらには５重量％未満を占めること
を特徴とし、
　前記コンポジットフィラーが、組成物の全重量に対して、２重量％から９５重量％を占
めることを特徴とする。
【００１８】
　本発明の第２の実施形態は、微粒子相および脂肪相を含む、コンパクト化された形態の
メイクアップまたはケア化粧料組成物に関し、
　－前記微粒子相が、アルミナおよび水酸化アルミニウムから選択される、５ｎｍと１０
μｍの間の平均の大きさを有する無機粒子により被覆された小板状の基材を含み、該粒子
が２未満の屈折率を有するコンポジットフィラーを含むこと、および
　－前記脂肪相が、４２０ｇ／ｍｏｌを超える分子量の１種または複数のオイルを含む場
合、該オイルもしくは該オイルの全てが、組成物の重量に対して５重量％未満を占めるこ
と
を特徴とし、
　前記コンポジットフィラーは、組成物の全重量に対して、２重量％から９５重量％を占
める。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によるコンパクトパウダーは、入射光をいくつかの方向に散乱させることによっ
て、光学的効果を通じて、皮膚の欠点を減らす、または除くのに、特に有効である。それ
は、特に、肌の色を一様にすること、または、細かい起伏、皺、小皺、小孔もしくは皮膚
の色の変化などの、皮膚の欠陥をぼかすことを助けることを可能にする。それは、皮膚の
欠陥、例えば、小孔、斑紋（mark）、均質でない肌理、色調の違い、または斑点（spot）
を視覚的に隠すことを可能にする。
【発明を実施するための形態】
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【００２０】
　コンポジットフィラー
　本発明による化粧料組成物の一部であるコンポジットフィラーは、有機もしくは無機粒
子により被覆された小板状の基材を含み、該粒子の屈折率は２未満、さらには１．８未満
である。別の言い方をすると、基材は、２以上（例えば、ＴｉＯ２）、またはさらには１
．８以上（例えば、ＺｎＯ）の屈折率を有する如何なる粒子によっても被覆されていない
。
【００２１】
　コンポジットフィラーは、好ましくは、組成物の全重量に対して８重量％から９５重量
％を、例えば、組成物の全重量に対して１０重量％から８０重量％を占める。一実施形態
において、前記組成物は、組成物の全重量に対して、１５重量％から７０重量％、または
さらには４０重量％から６０重量％を含む。
【００２２】
　コンポジットフィラーの平均の大きさは、０．１と１００ミクロンの間、好ましくは５
と５０ミクロンの間で、好ましくは３０ミクロン以下、１５ミクロン以下、さらには１０
ミクロン以下であり得る。平均の大きさ（または粒径）は、本出願の全体を通して、Ｄ５
０として知られる、母集団の半数に対する統計的粒径分布によって与えられる大きさとし
て定義される。
【００２３】
　小板状の基材は、好ましくは、３つの寸法：長さ、幅および厚さによって特徴付けられ
、小板の幅と長さの比は、好ましくは、１／１と１／５０の間にあり、好ましくは、厚さ
と長さの比は、１／５未満、好ましくは１／１０未満、より好ましくは１／２０未満であ
る。
【００２４】
　前記基材は有機物または無機物であり得る。好ましくは、それは、無機ケイ酸塩、タル
ク、オキシ塩化ビスマス、有機ポリマーまたは硫酸バリウム、ガラス、セラミック、グラ
ファイト、金属酸化物、アルミナ、シリカ、ケイ酸塩、特に、アルミノケイ酸塩およびホ
ウケイ酸塩、ならびに合成マイカ（雲母）（この列挙は限定ではない）などの薄板状パウ
ダーから選択される。
【００２５】
　前記組成物の一部であり得る前記ポリマーは、例えば、ポリ（メタクリル酸アルキル）
、ポリエチレンナフタレート、ポリアルキレンテレフタレートまたはポリイミドである。
【００２６】
　好ましい一実施形態によれば、基材は、ケイ酸塩から、例えば、天然もしくは合成のマ
イカから選択される。マイカは、白雲母、金雲母、チオタイト（tiotite）、絹雲母（ser
icite）、鱗雲母およびパラゴナイト、合成マイカ、ならびにこれらの混合物から選択さ
れ得る。
【００２７】
　前記粒子は、小板の表面の一部を、該表面を覆う連続層を好ましくは生成せずに、覆う
ように、有利には、大きさが基材よりずっと小さい。好ましくは、粒子の大きさと基材の
厚さの比は、１／１０と１／１の間にある。
【００２８】
　したがって、粒子は５ｎｍと１０ミクロンの間、好ましくは１０と６００ｎｍの間、例
えば、１００～２００ｎｍの程度、または２００～３００ｎｍの程度の平均の大きさを有
する。小板の表面に配置される粒子は、利点のある光学的効果を付与するように、好まし
くは、本質的に同じ形状を有する。それらの形状はまた、光の散乱を促進するように、好
ましくは均一であり、例えば、本質的に球状または円柱状である。
【００２９】
　本発明の第１の実施形態において、粒子は、有利には、アルミナまたは水酸化アルミニ
ウムまたはシリカなどの、金属の酸化物または水酸化物から構成される。
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【００３０】
　したがって、コンポジットフィラーは、アルミナ（Ａｌ２Ｏ３）、水酸化アルミニウム
（Ａｌ（ＯＨ）３）、シリカ（ＳｉＯ２）またはこれらの混合物を含む粒子により表面被
覆された無機ケイ酸塩の粒子から構成される。コンポジットフィラーには、例えば、
　－マイカ基材およびアルミナ粒子（ＩＮＣＩ名：マイカ＆アルミナビーズ＆ジメチコー
ン、もしくは、マイカ＆アルミナビーズ）、または
　－マイカ基材および水酸化アルミニウム粒子（ＩＮＣＩ名：マイカ＆水酸化アルミニウ
ム＆ジメチコーン、もしくは、マイカ＆水酸化アルミニウム）、または
　－マイカ基材およびシリカ粒子（ＩＮＣＩ名：マイカ＆シリカ＆ジメチコーン、もしく
は、マイカ＆シリカ）
が含まれ得る。
【００３１】
　本発明の第２の実施形態において、コンポジットフィラーは、アルミナ（Ａｌ２Ｏ３）
、水酸化アルミニウム（Ａｌ（ＯＨ）３）、またはこれらの混合物を含む粒子により表面
被覆された無機ケイ酸塩の粒子から構成される。
【００３２】
　前記において、用語「構成される」は、コンポジットフィラーが、想定されているもの
以外の無機粒子（例えば、ＴｉＯ２またはＢａ２ＳＯ４）を、全く含まないことを意味す
る。しかし、有利には、コンポジットフィラーは、シリコーン化合物（これは、例えば、
被覆剤として用いられ得る）、例えばジメチコーンを、好ましくは０．１％と５％の間、
例えば２～３％の程度の量で含み得る。
【００３３】
　両方の実施形態において、コンポジットフィラーは、アルミナビーズにより被覆された
マイカから好ましくは構成され、該ビーズは、１０ミクロンに等しい平均の大きさを有す
る。
【００３４】
　基材と粒子の間の質量比は、好ましくは、２０／８０と９０／１０の間、例えば、４０
／６０から９０／１０、好ましくは５０／５０と８０／２０の間、より好ましくは７０／
３０と８０／２０の間である。
【００３５】
　本発明の組成物に用いられるコンポジットフィラーは、好ましくは、低い摩擦係数を有
し、摩擦係数は、例えば、ＣＣＩＣ社による動摩擦計（Ｋｉｎｅｔｉｃ　Ｆｒｉｃｔｉｏ
ｎ　Ｍｅｔｅｒ）により測定できる。この装置により測定されるコンポジットパウダーの
摩擦係数は、好ましくは、０．５０未満、より好ましくは０．３０未満である。
【００３６】
　コンポジットフィラーは、Ｍｉｙｏｓｈｉ　ＫａｓｅｉからＥｘｃｅｌ　Ｍｉｃａ　Ｊ
Ｐ－２（登録商標）およびＳＸＩ－９（登録商標）の参照名で、または、Ｆｅａｔｈｅｒ
ｙ　Ｐｏｗｄｅｒ　１２（登録商標）（ＳＡＣＩ－ＣＦＰＡ社によって販売されている）
の参照名で購入できる。それらは、かなりの軟焦点効果、および低い摩擦係数によって特
徴付けられると同時に、透明である。
【００３７】
　他のパウダー
　微粒子相は、コンポジットパウダー、および、好ましくは第２のパウダーを含み、好ま
しくは、該微粒相は、組成物の全重量の７５重量％から９９重量％、より好ましくは組成
物の全重量の８５重量％から９０重量％を占める。
【００３８】
　第２のパウダー（フィラーとも呼ばれる）は、前記コンポジットフィラーとは別のもの
であり、無機および有機フィラーから選択される。用語「有機フィラー」は、単独の有機
化合物から構成されるフィラー、または、有機もしくは無機である別の化合物により被覆
された有機基材から構成されるフィラーを意味するものとする。用語「無機フィラー」は
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、単独の無機化合物から構成されるフィラー、または、有機もしくは無機である別の化合
物により被覆された無機基材から構成されるフィラーを意味するものとする。
【００３９】
　それぞれのタイプのフィラーは、本発明の組成物に特定の異なる特性をもたせることを
可能にする。したがって、例えば、無機薄板状フィラーは、柔らかさをもたらし、無機球
状フィラーは、良好な崩潰性をもたらし、有機球状フィラーは、構造を与える役割を有し
、柔らかさをもたらす。化粧料としての良好な特性を有する組成物を得るために、相補的
な性質を有する少なくとも２種の異なるフィラーを混合することが好ましい。
【００４０】
　無機フィラーは、例えば、タルク、マイカ、シリカ、カオリン、中空シリカマイクロス
フィア、ガラスマイクロカプセル、酸化チタン、酸化鉄および酸化亜鉛から選択される材
料を含み得る。
【００４１】
　無機フィラーは、ＴｉＯ２およびシリカを含む複合物（compound）、マイカおよびＴｉ
Ｏ２を含む複合物、シリカおよびＴｉＯ２を含む複合物、またはこれらの混合物であり得
る。無機フィラーは、薄板状または非薄板状であり得る。
【００４２】
　無機フィラーの中で、特に
　－弾性シリコーンパウダー、ＫＳＰの参照名でＳＨＩＮ　ＥＴＳＵによって販売されて
いる、
　－シリカで被覆された二酸化チタン、例えば、Ｅｃｋａｒｔによって販売されているＦ
ｌｏｎａｃ　ＴＳ　４０　Ｃ（登録商標）、
　－３と１５ミクロンの間の粒径を有するシリカマイクロビーズ、例えば、Ｍｉｙｏｓｈ
ｉによって製造されるＳｉｌｉｃａ　Ｂｅａｄｓ　ＳＢ　１５０（登録商標）、またはＡ
ｓａｈｉ　Ｇｌａｓｓによって製造される、３ミクロンに等しい粒径を有するＳｕｎｓｐ
ｈｅｒｅ　Ｈ３１（登録商標）シリカマイクロビーズ、
　－１．５ミクロンに等しい粒径を有するシリカ小板、例えば、Ｓｕｍｉｔｏｍｏによっ
て販売されているＣｈｅｍｉｃｅｌｅｒ（登録商標）もしくはＦｉｎｅｓｉｌ　Ｆ－８０
（登録商標）、
　－例えば０．６ミクロンに等しい粒径を有する、二酸化チタンおよび多孔質シリカによ
り被覆されたシリカ、例えば、Ｃａｔａｌｙｓｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓによる
製品ＡＣＳ－００５０５１０（登録商標）、シリカ／二酸化チタン／多孔質シリカの比率
は８５／５／１０に等しくなっている、
　－硫酸バリウムおよび酸化チタンにより被覆されたマイカ、例えば、Ｍｅｒｃｋによる
製品Ｎａｔｕｒａｌｅａｆ（登録商標）、マイカ／硫酸バリウム／酸化チタンの比率は６
６／２２／１２に等しくなっている、
　－アモルファスシリカにより被覆された、シリカおよび酸化セリウムの複合体（comple
x）、１と１０ミクロンの間の粒径を有する、例えば、製品Ｃｅｒｉｇｕａｒｄ　ＳＣ（
登録商標）、
　－シリカおよび酸化チタンの複合体で、ポリハイドロジェンメチルシロキサンにより、
例えば、９３／５／２の比率で被覆されたもの、
　－酸化チタン、アルミナおよびシリカにより被覆された絹雲母の小板、例えば、Ｃａｔ
ａｌｙｓｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓによって販売されているＣｏｖｅｒｌｅａｆ
　ＡＲ－２０１２１　Ｍ（登録商標）、この粒径は５と１０ミクロンの間であり、絹雲母
／酸化チタン／アルミナ／シリカの比率は６７／５／１８／１０に等しくなっている、
　－ほぼ４０ミクロン未満の大きさを有する粒子状の、水和マグネシウムタルクもしくは
ケイ酸塩、
　－２から２００ミクロン、好ましくは５～７０ミクロンの寸法、および０．１から５ミ
クロン、好ましくは０．２～３ミクロンの厚さを有する小板状である様々な組成のマイカ
またはアルミノケイ酸塩、これらのマイカは、天然由来（例えば、白雲母、真珠雲母、バ
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ナジン雲母、リピドライト（lipidolite）、黒雲母）、または合成由来であることが可能
である
を挙げることができる。
【００４３】
　無機フィラーはまた、カオリンもしくはケイ酸アルミニウム水和物、窒化ホウ素、タル
ク、絹雲母、ほとんどのチタン－マイカ、例えば、ＩＫＥＤＡ社によるナノチタンマイカ
Ｃｏｖｅｒｌｅａｆ　ＰＣ　２０５５Ｍ（登録商標）、酸化亜鉛および酸化チタン（通常
、数マイクロメートルを超えない寸法を有する粒子状で用いられる）、特に、ＩＫＥＤＡ
社によるＳＰＨＥＲＩＴＩＴＡＮ（登録商標）などの球状二酸化チタン、沈降炭酸カルシ
ウム（これは、１０ミクロンを超える寸法を有する粒子状である）、炭酸マグネシウム、
炭酸水素マグネシウム、非多孔質球状シリカ、ヒドロキシアパタイト、ならびにこれらの
混合物からも選択され得る。
【００４４】
　第２のパウダーはまた、例えば、
　－シリコーンエラストマーのパウダー、ＳＨＩＮ　ＥＴＳＵによってＫＳＰの参照名で
販売されている；
　－テトラフルオロエチレンポリマーのパウダー、例えば、ＭＯＮＴＥＦＬＵＯＳ社によ
るＦｌｕｏｎ（登録商標）、またはＨＯＥＣＨＳＴ社によるＨｏｓｔａｆｌｏｎｑ（登録
商標）、およびＡＪＩＮＯＭＯＴＯ社によるラウロイルリシンＡｍｉｎｏｐｅ　ＬＬ－１
１（登録商標）；
　－８から２２個の炭素原子、好ましくは１２から１８個の炭素原子を有する有機カルボ
ン酸から誘導される金属石鹸、例えば、ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、
ステアリン酸リチウム、ラウリン酸亜鉛またはミリスチン酸マグネシウム、これらの石鹸
は、クリーム質の感触を有し、皮膚へのパウダーの付着を容易にする；
　－５０ミクロン未満の寸法を有する粒子状の、無膨張合成ポリマーパウダー、例えば、
ポリエチレン、ポリエステル（例えば、ポリエチレンイソフタレートもしくはテレフタレ
ート）およびポリアミド（例えば、ナイロン）、これらは、吸収性を有し、皮膚にビロー
ドのような外観を与える；
　－天然由来の有機材料の粉末、例えば、トウモロコシデンプン、コムギデンプンまたは
米デンプン；
　－アクリルポリマーの微多孔質マイクロスフィア、例えば、架橋アクリレートコポリマ
ーからなるもの、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ社によるＰｏｌｙｔｒａｐ（登録商標）、およ
びポリ（メタクリル酸メチル）のもの、ＳＥＰＰＩＣ社によるＭＩＣＲＯＰＥＡＲＬ　Ｍ
（登録商標）もしくはＭＩＣＲＯＰＥＡＲＬ　Ｍ　１００（登録商標）；ＴＯＳＨＩＫＩ
社によってＰＬＡＳＴＩＣ　ＰＯＷＤＥＲ　ＦＰＳＱ（登録商標）の商用名で販売されて
いるスチレン／ジビニルベンゼンコポリマーのマイクロスフィア（これらには、スクアラ
ンが含侵されており、スクアランはエモリエント美容活性剤である）；ならびに
　－塩化ビニリデン／アクリロニトリルコポリマーのマイクロカプセルである、Ｋｅｍａ
ｎｏｒｄ　Ｐｌａｓｔ社によるＥＸＰＡＮＣＥＬ（登録商標）
などの有機フィラーからも選択され得る。
【００４５】
　ナイロンなどのポリアミドのパウダー、ポリ－β－アラミンパウダー、ポリエチレンパ
ウダー、ポリテトラフルオロエチレンパウダー、ラウロイルリシン、デンプン、ポリ塩化
ビニリデン／アクリロニトリルからなるものなどの中空ポリマーマイクロスフィア、例え
ば、Ｅｘｐａｎｃｅｌ（登録商標）、架橋アクリレートコポリマー、例えば、Ｐｏｌｙｔ
ｒａｐ（登録商標）、およびシリコーン樹脂マイクロビーズ、例えば、Ｔｏｓｐｅａｒｌ
（登録商標）が、特に好ましい。
【００４６】
　好ましくは、第２のパウダーは、５０ミクロン以下、好ましくは３０ミクロン以下、よ
り好ましくは１５ミクロン以下で、優先的には１０ミクロン以下の平均粒径を有する。
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【００４７】
　第２のパウダーは、無機パウダーおよび金属石鹸を含むパウダーであり得る。この場合
、フィラーは、１）マイカまたはタルク、および２）８から２２個の炭素原子、好ましく
は１２から１８個の炭素原子を有する有機カルボン酸から誘導される金属石鹸（例えば、
ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸リチウム、ラウリン酸亜鉛
、ミリスチン酸マグネシウム、ジミリスチン酸アルミニウム）を含むコンポジット、なら
びにこれらの混合物から好ましくは選択される。例えば、無機フィラーは、マイカおよび
ミリスチン酸マグネシウムのコンポジット、または、タルクおよびジミリスチン酸アルミ
ニウムのコンポジット、またはこれらの混合物である。
【００４８】
　特定の一実施形態において、本発明による組成物の微粒子相は、コンポジットフィラー
、窒化ホウ素、マイカ／ミリスチン酸マグネシウム、およびメタクリレートポリマーの組
合せを含む。この実施形態では、組成物は、５０～６０重量％の前記コンポジットパウダ
ー（任意選択で、タルクおよびジミリスチン酸アルミニウムのコンポジットとの混合物と
して）、５～１５重量％の窒化ホウ素、８～１５重量％のマイカ／ミリスチン酸マグネシ
ウム、ならびに５～１２重量％のメタクリレートポリマーを有利には含む。
【００４９】
　組成物中に存在するフィラーは、他の成分と混合される前に、有利には、微粒子化され
る。
【００５０】
　顔料
　本発明による組成物は、組成物の全重量に対して、０．１重量％から１５重量％の比率
で顔料を含み得る。
【００５１】
　本発明での顔料は、例えば、真珠光沢剤、反射性顔料または干渉性顔料などの、特殊効
果を有する顔料から選択され得る。
【００５２】
　特殊効果を有する顔料の例として、白色真珠光沢顔料、例えば、チタンもしくはオキシ
塩化ビスマスにより被覆されたマイカ、着色真珠光沢顔料、例えば、チタンおよび酸化鉄
により被覆されたマイカ、チタンおよび特にフェリック（ferric）ブルーもしくは酸化ク
ロムにより被覆されたマイカ、チタンおよび有機顔料により被覆されたマイカ、さらにオ
キシ塩化ビスマス系の真珠光沢顔料を挙げることができる。真珠光沢顔料として、Ｅｎｇ
ｅｌｈａｒｄにより販売されている真珠光沢剤Ｃｅｌｌｉｎｉ（登録商標）（ｍｉｃａ－
ＴｉＯ２－レーキ）、Ｅｃｋａｒｔにより販売されているＰｒｅｓｔｉｇｅ（登録商標）
（ｍｉｃａ－ＴｉＯ２）、および、Ｍｅｒｃｋにより販売されているＣｏｌｏｒｏｎａ（
登録商標）（ｍｉｃａ－ＴｉＯ２－Ｆｅ２Ｏ３）を挙げることができる。
【００５３】
　基材に固定されているのではない、干渉効果を有する顔料、例えば、液晶（Ｗａｃｋｅ
ｒによるＨｅｌｉｃｏｎｅｓ　ＨＣ（登録商標））、またはホログラフィー干渉小板も挙
げることができる。特殊効果を有する顔料にはまた、蛍光顔料（これらが、日光で蛍光性
である物質であろうと、紫外蛍光発光を生じる物質であろうとも）、燐光性顔料、フォト
クロミック顔料およびサーモクロミック顔料も含まれ得る。
【００５４】
　本発明の組成物は、反射性顔料も含んでいてよく、これらは、色彩角度依存性（gonioc
hromatic）顔料であることもそうでないこともあり、また、干渉性顔料であることもそう
でないこともある。反射性粒子は、好ましくは、少なくとも１０μｍ、例えば、約２０μ
ｍと約５０μｍの間の大きさを有する。
【００５５】
　銀により被覆された、小板状のガラス基材による粒子が、ＴＯＹＡＬ社によってＭＩＣ
ＲＯＧＬＡＳＳ　ＭＥＴＡＳＨＩＮＥ　ＲＥＦＳＸ　２０２５　ＰＳ（登録商標）の名称
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で販売されている。ニッケル／クロム／モリブデン合金により被覆されたガラス基材によ
る粒子が、同じ会社によってＣＲＹＳＴＡＬ　ＳＴＡＲ　ＧＦ　５５０（登録商標）、Ｇ
Ｆ　２５２５（登録商標）の名称で販売されている。それらの形状に関係なく、反射性粒
子はまた、少なくとも１種の金属化合物（特に、例えば、酸化チタン、特にＴｉＯ２、酸
化鉄、特にＦｅ２Ｏ３、酸化スズ、酸化クロムから選択される金属酸化物、硫酸バリウム
、および次の化合物：ＭｇＦ２、ＣｒＦ３、ＺｎＳ、ＺｎＳｅ、ＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、
ＭｇＯ、Ｙ２Ｏ３、ＳｅＯ３、ＳｉＯ、ＨｆＯ２、ＺｒＯ２、ＣｅＯ２、Ｎｂ２Ｏ５、Ｔ
ａ２Ｏ５、ＭｏＳ２、ならびにこれらの混合物またはこれらの合金）の少なくとも１つの
層により少なくとも部分的に被覆された合成基材による粒子からも選択され得る。
【００５６】
　反射性粒子は、酸化物の層により被覆された基材から構成される。対照的に、前記コン
ポジットパウダーは、独立した粒子（これらは、金属酸化物粒子であり得る）がその表面
に配置された基材から構成されている。それゆえに、反射性粒子は、コンポジットパウダ
ーと同じ化合物を含み得るが、これらの化合物の形状および配置が異なる。
【００５７】
　このような粒子の例として、例えば、二酸化チタンにより被覆された合成マイカ基材を
含む粒子、褐色酸化鉄もしくは酸化チタン（２を超える屈折率）、酸化スズまたはこれら
の混合物により被覆されたガラス粒子、例えば、ＥＮＧＥＬＨＡＲＤ社によってＲＥＦＬ
ＥＣＫＳ（登録商標）の商用名で販売されているものを挙げることができる。ＮＩＰＰＯ
Ｎ　ＳＨＥＥＴ　ＧＬＡＳＳ　ＣＯ．ＬＴＤ社によって販売されているＭＥＴＡＳＨＩＮ
Ｅ　１０８０Ｒ（登録商標）製品群の顔料も、本発明に適している。粒子の全重量の１２
％を占める二酸化チタンにより被覆された合成マイカ基材（フッ素金雲母）を含む、８０
と１００μｍの間の大きさの粒子（ＮＩＨＯＮ　ＫＯＫＥＮ社によってＰＲＯＭＩＮＥＮ
ＣＥ（登録商標）の名称で販売されている）も挙げることができる。
【００５８】
　本発明の組成物は、１種または複数の色彩角度依存性顔料を含み得る。色彩角度依存性
着色剤は、例えば、多層干渉構造体、および液晶着色剤から選択され得る。使用され得る
多層干渉構造体の例は、例えば、ＭＥＲＣＫ（Ｄａｒｍｓｔａｄｔ）社によってＸＩＲＯ
ＮＡの名称で販売されている顔料である。ＳＨＩＳＥＩＤＯ社によるＩＮＦＩＮＩＴＥ　
ＣＯＬＯＲ顔料も挙げることができる。
【００５９】
　本発明の組成物はまた、パーフルオロアルコールホスフェート、およびシラン（例えば
、トリエトキシカプリリルシラン）により処理された顔料も含み得る。これらの複合物は
、特に、次の参照名に対応する：
　－ＦＯＴＳ－５２　Ｔａｌｃ　ＪＡ－４６Ｒ（登録商標）：タルク（および）Ｃ９～１
５フルオロアルコールホスフェート（および）トリエトキシカプリリルシラン、
　－ＦＯＴＳ－５２　Ｓｅｒｉｃｉｔｅ　ＦＳＥ（登録商標）：マイカ（および）Ｃ９～
１５フルオロアルコールホスフェート（および）トリエトキシカプリリルシラン、
　－ＦＯＴＳ－５２　Ｓｅｒｉｃｉｔｅ　ＧＭＳ－４Ｃ（登録商標）：マイカ（および）
Ｃ９～１５フルオロアルコールホスフェート（および）トリエトキシカプリリルシラン、
　－ＦＯＴＳ－５２　ＴｉＯ２　ＣＲ－５０（登録商標）：二酸化チタン（および）Ｃ９
～１５フルオロアルコールホスフェート（および）トリエトキシカプリリルシラン、
　－ＦＯＴＳ－５２　Ｒｅｄ　Ｒ－５１６Ｌ（登録商標）：酸化鉄（Ｃ．Ｉ．７７４９１
）（および）Ｃ９～１５フルオロアルコールホスフェート（および）トリエトキシカプリ
リルシラン、
　－ＦＯＴＳ－５２　Ｙｅｌｌｏｗ　ＬＬＸＬＯ（登録商標）：酸化鉄（Ｃ．Ｉ．７７４
９２）（および）Ｃ９～１５フルオロアルコールホスフェート（および）トリエトキシカ
プリリルシラン、
　－ＦＯＴＳ－５２　Ｂｌａｃｋ　ＢＬ－１００（登録商標）：酸化鉄（Ｃ．Ｉ．７７４
９９）（および）Ｃ９～１５フルオロアルコールホスフェート（および）トリエトキシカ
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プリリルシラン。
【００６０】
　本発明による組成物は、有利には、ＤａｙＧｌｏ　Ｃｏｌｏｒ　Ｃｏｒｐ社によってＤ
ＥＲＭＡＧＬＯ（登録商標）の参照名で販売されている複合物を含み得る。これらの複合
物は樹脂に分散された染料である。それらは、次の参照名に対応する：
　－ＤＧ－Ｒ２２２－Ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ－３、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．２２、
　－ＤＧ－Ｒ２２８－Ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ－３、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．２８、
　－ＤＧ－Ｒ４２２－Ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ－３、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．２２、
　－ＤＧ－Ｒ４２８－Ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ－３、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．２８、
　－ＤＧ－１１－Ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ－３、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　２８　＆　Ｒｅｄ　２１、
　－ＤＧ－１３－Ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ－３、Ｄ＆Ｃ　Ｒｅｄ　２８　＆　Ｏｒａｎｇｅ　
５、
　－ＤＧ－１４－Ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ－３、Ｄ＆Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ　７、Ｏｒａｎｇｅ　
５　＆　Ｒｅｄ　２８、
　－ＤＧ－０２０５－Ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ－３、Ｄ＆Ｃ　Ｏｒａｎｇｅ　Ｎｏ．５、
　－ＤＧ－Ｙ４１０－Ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ－３、Ｄ＆Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ．１０、
　－ＤＧ－１７－Ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ－３、Ｄ＆Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｎｏ．７、
　－ＤＧ－２０－Ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ－３、Ｄ＆Ｃ　Ｖｉｏｌｅｔ　Ｎｏ．２。
【００６１】
　顔料はまた、特許出願ＥＰ　１　１８４　４２６に記載のコンポジット顔料の形態でも
あり得る。これらのコンポジット顔料は、特に、無機コア、このコアに有機顔料を結び付
けるための少なくとも１種のバインダー、および、コアを少なくとも部分的に被覆する少
なくとも１種の有機顔料を含む粒子からなり得る。
【００６２】
　脂肪相
　本発明の組成物はまた、少なくとも１種のオイル、または少なくとも１種のワックスを
含む脂肪相も含み得る。
【００６３】
　脂肪相の構成物の一部であるオイルの中で、以下を挙げることができる：
　－脂肪酸エステル、例えば、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、
ステアリン酸ブチル、ラウリン酸へキシル、イソノナン酸イソノニル、パルミチン酸２－
エチルヘキシル、ラウリン酸２－へキシルデシル、パルミチン酸２－オクチルデシル、ミ
リスチン酸２－オクチルドデシル、乳酸２－オクチルドデシル、コハク酸２－ジエチルへ
キシル、マレイン酸ジイソステアリル、トリイソステアリン酸グリセリル、またはトリイ
ソステアリン酸ジグリセリル；
　－シリコーンオイル、例えば、ポリメチルシロキサン、ポリメチルフェニルシロキサン
、脂肪酸、脂肪アルコールまたはポリオキシアルキレンにより変性されたポリシロキサン
；
　－ひまし油、またはホホバオイル；
　－炭化水素オイル：パラフィン、スクワレン、ワセリン（petroleum jelly）；
　－高級脂肪酸、例えば、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、オレ
イン酸、リノール酸、リノレン酸、またはイソステアリン酸；
　－高級脂肪アルコール、例えば、セタノール、ステアリルアルコール、またはオレイル
アルコール。
【００６４】
　使用され得るワックスの中で、蜜蝋、ラノリンワックスおよびイボタ蝋（China insect
 wax）；カルナウバワックス、キャンデリアワックス、オウリキュリー（ouricury）ワッ
クス、コルク繊維ワックス、サトウキビワックス、木蝋（Japan wax）、水素添加ホホバ
ワックス、ならびに水素添加オイル、例えば、水素添加ヒマワリ油、水素添加ひまし油、
水素添加ココナッツオイルおよび水素添加ラノリン；マイクロクリスタリンワックス、モ
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ンタンワックスおよびオゾケライト（ozokerite）；ポリエチレンワックス、例えば、Ｎ
ｅｗ　Ｐｈａｓｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓによって販売されているＰｏｌｙｗａｘ　
５００またはＰｏｌｙｗａｘ　４００、フィッシャー－トロプシュ合成によって得られる
ワックス、ワックス状コポリマーおよびそれらのエステル、パラフィンワックス、例えば
、Ｓｔｒａｈｌ＆ＰｉｔｓｃｈによるパラフィンＳ＆Ｐ　２０６、Ｓ＆Ｐ　１７３および
Ｓ＆Ｐ　４３４、ならびにシリコーンワックス、例えば、ポリアルコキシシロキサンおよ
びポリアルキルシロキサンを挙げることができる。
【００６５】
　炭化水素系ワックスには、長鎖線状アルコール、例えば、２０から５０個の炭素原子の
ポリエチレンおよびアルコールの混合物を含む製品、特に、Ｎｅｗ　Ｐｈａｓｅ　Ｔｅｃ
ｈｎｏｌｏｇｉｅｓによって販売されている、Ｐｅｒｆｏｒｍａｃｏｌ　４２５、または
Ｐｅｒｆｏｒｍａｃｏｌ　５５０（２０／８０の比率の混合物）が含まれる。
【００６６】
　本発明の組成物は、好ましくは、５重量％未満、特に、４重量％未満、さらに良好には
３重量％未満、２重量％未満、好ましくは１重量％未満の、分子量が４２０ｇ／ｍｏｌを
超え、さらには３５０ｇ／ｍｏｌもしくは３００ｇ／ｍｏｌを超えるオイルを含む。
【００６７】
　アイシャドウまたはファンデーション組成物では、組成物中の脂肪相の比率は、組成物
の重量に対して、５重量％と１５重量％の間であり得る。ブラッシャーまたはコンシーラ
ー組成物では、組成物中の脂肪相の比率は、組成物の重量に対して、１重量％と１０重量
％の間であり得る。フェイスパウダー組成物では、組成物中の脂肪相の比率は、組成物の
重量に対して、０．１重量％と５重量％の間であり得る。アイシャドウ組成物では、組成
物中の脂肪相の比率は、組成物の重量に対して、０．５重量％と８重量％の間であり得る
。
【００６８】
　サンスクリーン
　有利には、本発明による組成物は、ＵＶ－Ａおよび／またはＵＶ－Ｂ域において活性で
あり、それらのＩＮＣＩ名によって特定される次の化合物、およびそれらの混合物から選
択される、少なくとも１種のサンスクリーンを含む：
　パラ－アミノ安息香酸誘導体：
　－ＰＡＢＡ、
　－エチルＰＡＢＡ、
　－エチルジヒドロキシプロピルＰＡＢＡ、
　－エチルヘキシルジメチルＰＡＢＡ、特に、ＩＳＰにより「ＥＳＣＡＬＯＬ　５０７」
の名称で販売されているもの、
　－グルセリルＰＡＢＡ、
　－ＰＥＧ－２５ＰＡＢＡ、ＢＡＳＦにより「ＵＶＩＮＵＬ　Ｐ２５」の名称で販売され
ている、
　サリチル酸誘導体：
　－ホモサレート、ＲＯＮＡ／ＥＭ　ＩＮＤＵＳＴＲＩＥＳによって「ＥＵＳＯＬＥＸ　
ＨＭＳ」の名称で販売されている、
　－サリチル酸エチルヘキシル、ＨＡＡＲＭＡＮＮ　ａｎｄ　ＲＥＩＭＥＲによって「Ｎ
ＥＯ　ＨＥＬＩＯＰＡＮ　ＯＳ」の名称で販売されている、
　－サリチル酸ジプロピレングルコール、ＳＣＨＥＲによって「ＤＩＰＳＡＬ」の名称で
販売されている、
　－サリチル酸ＴＥＡ、ＨＡＡＲＭＡＮＮ　ａｎｄ　ＲＥＩＭＥＲによって「ＮＥＯ　Ｈ
ＥＬＩＯＰＡＮ　ＴＳ」の名称で販売されている、
　ジベンゾイルメタン誘導体：
　－ブチルメトキシジベンゾイルメタン、特に、ＤＳＭによって「ＰＡＲＳＯＬ　１７８
９」の商用名で販売されているもの、
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　－イソプロピルジベンゾイルメタン、
　ケイ皮酸誘導体：
　－メトキシケイ皮酸エチルヘキシル、特に、ＤＳＭによって「ＰＡＲＳＯＬ　ＭＣＸ」
の商用名で販売されているもの、
　－メトキシケイ皮酸イソプロピル、
　－メトキシケイ皮酸イソアミル、ＨＡＡＲＭＡＮＮ　ａｎｄ　ＲＥＩＭＥＲによって「
ＮＥＯ　ＨＥＬＩＯＰＡＮ　Ｅ　１０００」の商用名で販売されている、
　－シノキサート、
　－メトキシケイ皮酸ＤＥＡ、
　－メチルケイ皮酸ジイソプロピル、
　－ジメトキシケイ皮酸エチルヘキサン酸グリセリル、
　β，β’－ジフェニルアクリル酸エステル誘導体：
　－オクトクリレン、特に、ＢＡＳＦによって「ＵＶＩＮＵＬ　Ｎ５３９」の商用名によ
って販売されているもの、
　－エトクリレン、特に、ＢＡＳＦによって「ＵＶＩＮＵＬ　Ｎ３５」の商用名で販売さ
れているもの、
　ベンゾフェノン誘導体：
　－ベンゾフェノン－１、ＢＡＳＦによって「ＵＶＩＮＵＬ　４００」の商用名で販売さ
れている、
　－ベンゾフェノン－２、ＢＡＳＦによって「ＵＶＩＮＵＬ　Ｄ５０」の商用名で販売さ
れている、
　－ベンゾフェノン－３、またはオキシベンゾン、ＢＡＳＦによって「ＵＶＩＮＵＬ　Ｍ
４０」の商用名で販売されている、
　－ベンゾフェノン－４、ＢＡＳＦによって「ＵＶＩＮＵＬ　ＭＳ４０」の商用名で販売
されている、
　－ベンゾフェノン－５、
　－ベンゾフェノン－６、ＮＯＲＱＵＡＹによって「ＨＥＬＩＳＯＲＢ　１１」の商用名
で販売されている、
　－ベンゾフェノン－８、ＡＭＥＲＩＣＡＮ　ＣＹＡＮＡＭＩＤによって「ＳＰＥＣＴＲ
Ａ－ＳＯＲＢ　ＵＶ－２４」の商用名で販売されている、
　－ベンゾフェノン－９、ＢＡＳＦによって「ＵＶＩＮＵＬ　ＤＳ－４９」の商用名で販
売されている、
　－ベンゾフェノン－１２
　ベンジリデンカンファー誘導体：
　－３－ベンジリデンカンファー、ＣＨＩＭＥＸによって「ＭＥＸＯＲＹＬ　ＳＤ」の名
称で製造されている、
　－４－メチルベンジリデンカンファー、ＭＥＲＣＫによって「ＥＵＳＯＬＥＸ　６３０
０」の名称で販売されている、
　－ベンジリデンカンファースルホン酸、ＣＨＩＭＥＸによって「ＭＥＸＯＲＹＬ　ＳＬ
」の名称で製造されている、
　－カンファーベンザルコニウムメトサルフェート、ＣＨＩＭＥＸによって「ＭＥＸＯＲ
ＹＬ　ＳＯ」の名称で製造されている、
　－テレフタリリデンジカンファースルホン酸、ＣＨＩＭＥＸによって「ＭＥＸＯＲＹＬ
　ＳＸ」の名称で製造されている、
　－ポリアクリルアミドメチルベンジリデンカンファー、ＣＨＩＭＥＸによって「ＭＥＳ
ＯＲＹＬ　ＳＷ」の名称で製造されている、
　フェニルベンゾイミダゾール誘導体：
　－フェニルベンゾイミダゾールスルホン酸、特に、ＭＥＲＣＫによって「ＥＵＳＯＬＥ
Ｘ　２３２」の商用名で販売されているもの、
　－ベンゾイミダジレート（benzimidazilate）、ＨＡＡＲＭＡＮＮ　ａｎｄ　ＲＥＩＭ
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ＥＲによって「ＮＥＯ　ＨＥＬＩＯＰＡＮ　ＡＰ」の商用名で販売されている、
　トリアジン誘導体：
　－アニソトリアジン、ＣＩＢＡ　ＧＥＩＧＹによって「ＴＩＮＯＳＯＲＢ　Ｓ」の商用
名で販売されている、
　－エチルヘキシルトリアゾン、特に、ＢＡＳＦによって「ＵＶＩＮＵＬ　Ｔ１５０」の
商用名で販売されているもの、
　－ジエチルヘキシルブタミドトリアゾン、ＳＩＧＭＡ　３Ｖによって「ＵＶＡＳＯＲＢ
　ＨＥＢ」の商用名で販売されている、
　フェニルベンゾトリアゾール誘導体：
　－ドロメトリゾールトリシロキサン、ＲＨＯＤＩＡ　ＣＨＩＭＩＥによって「ＳＩＬＡ
ＴＲＩＺＯＬＥ」の名称で販売されている、
　－メチレンビスベンゾトリアゾリルテトラメチルブチルフェノール、ＦＡＩＲＭＯＵＮ
Ｔ　ＣＨＥＭＩＣＡＬによって「ＭＩＸＸＩＭ　ＢＢ／１００」の商用名で、固体状で、
または、ＣＩＢＡ　ＳＰＥＣＩＡＬＴＹ　ＣＨＥＭＩＣＡＬＳによって「ＴＩＮＯＳＯＲ
Ｂ　Ｍ」の商用名で、微粒子化された形態で、水性分散体として販売されている、
　アントラニル酸誘導体：
　－アントラニル酸メンチル、ＨＡＡＲＭＡＮＮ　ａｎｄ　ＲＥＩＭＥＲによって「ＮＥ
Ｏ　ＨＥＬＩＯＰＡＮ　ＭＡ」の商用名で販売されている、
　イミダゾール誘導体：
　－ジメトキシベンジリデンジオキソイミダゾリンプロピオン酸エチルヘキシル、
　ベンザルマロン酸エステル誘導体：
　－ベンザルマロン酸エステル官能基を含むポリオルガノシロキサン、ＨＯＦＦＭＡＮＮ
　ＬＡ　ＲＯＣＨＥによって「ＰＡＲＳＯＬ　ＳＬＸ」の商用名で販売されている。
【００６９】
　一層特別に好ましい有機ＵＶスクリーンは、以下の化合物、およびこれらの混合物から
選択される：
　－サリチル酸エチルヘキシル、
　－ブチルメトキシジベンゾイルメタン、
　－メトキシケイ皮酸エチルヘキシル、
　－オクトクリレン、
　－フェニルベンゾイミダゾールスルホン酸、
　－テレフタリリデンジカンファースルホン酸、
　－ベンゾフェノン－３、
　－ベンゾフェノン－４、
　－ベンゾフェノン－５、
　－４－メチルベンジリデンカンファー、
　－ベンゾイミダジレート、
　－アニソトリアジン、
　－エチルヘキシルトリアゾン、
　－ジエチルヘキシルブタミドトリアゾン、
　－メチレンビスベンゾトリアゾリルテトラメチルブチルフェノール、
　－ドロメトリゾールトリシロキサン。
【００７０】
　サンスクリーンは、組成物中に、所望の保護をもたらすのに十分な量で存在する。例え
ば、組成物は、５～１５重量％のメトキシケイ皮酸エチルヘキシルを含む。
【００７１】
　本発明による組成物はまた、化粧品分野において通常用いられる任意の添加剤、例えば
、酸化防止剤、芳香剤、保存剤、または水和剤もしくはビタミンなどの美容活性剤を含み
得る。これらの添加剤は、組成物の全重量に対して、０～１５重量％の比率で組成物中に
存在し得る。
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【００７２】
　一実施形態によれば、本発明の組成物は、本質的に無水である。本発明の組成物は、不
純物として、または組成物によって吸着されて組成物中に存在する、調製過程の間に付加
される５％未満の水を含む。好ましくは、無水組成物は、３％未満の水、またはさらには
１％未満の水を含む。
【００７３】
　言うまでもなく、当業者は、この、もしくはこれらの任意選択の添加化合物、および／
またはそれらの量を選択するのに、本発明による組成物の利点のある特性が、想定される
添加によって損なわれない、または実質的に損なわれないように、注意を払うであろう。
【００７４】
　本発明による組成物は、化粧品の形態に、特に、メイクアップ製品、殊に、ファンデー
ション、コンシーラー製品、アイシャドウ、ブラッシャーまたはフェイスパウダーの形態
にあり得る。
【００７５】
　以下の実施例は、本発明を例示する。これらの実施例において、示される比率は、重量
によるパーセンテージである。
【実施例１】
【００７６】
　次の組成を有するメイクアップコンパクトパウダーを調製する。
【００７７】
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【表１】

【００７８】
　様々な成分を混合した後、該混合物を、例えば、Ｈｏｓｏｋａｗａ　Ａｌｐｉｎｅによ
って販売されているＡｌｐｉｎｅ　１００ＡＳ装置を用いて、エアージェット微粒子化法
によって微粒子化する。次いで、組成物は３６ｂａｒでコンパクト化される。
【００７９】
　得られるパウダーは、メイクアップブラシにより、容易に試し取りでき、皮膚上で粗く
ない。それは、取り出す際に、ソフトでクリーム質の感触がする。
【実施例２】
【００８０】
　次の組成物を、実施例１と同様に調製する。
【００８１】
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【表２】

【００８２】
　得られるパウダーは、メイクアップブラシにより、容易に試し取りでき、皮膚上で粗く
ない。
【実施例３】
【００８３】
　次の組成物を実施例１と同様に調製する。
【００８４】
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【表３】

【実施例４】
【００８５】
　次の組成を有するメイクアップコンパクトパウダーＡおよびＢを、実施例１に記載のも
のと同じ方法で調製する。
【００８６】
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【表４】

【００８７】
　コンパクト化した後１日後（D+1）に、組成物ＡおよびＢのそれぞれについて以下を実
施した：
　－組成物が壊れる前に、組成物が落下させられる回数に相当する破壊指数（breaking i
ndex）の測定、
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　－製品の崩潰性能に対応する、パウダー性の評価。
【００８８】
　破壊指数は、長さ１．５メートルで、地面に対して４５度の角度をなし、木製のストッ
プで終わるプラスチック滑走面で、５７ｍｍ×４５ｍｍ×５ｍｍの寸法を有するコンパク
トを滑らせることによって測定する。コンパクトは、滑走面の最上端から放たれる。破壊
指数は、壊れることなくコンパクトがストップにぶつかる回数の平均（８個のコンパクト
についての）である。
【００８９】
　貫入度は、ＮＯＲＭＡＬＡＢ　ＡＮＡＬＩＳ社によるＰ７３４の参照名を有する自動貫
入度試験器を用いて、５７ｍｍ×４５ｍｍ×５ｍｍの寸法を有するコンパクトの中央およ
び隅で行う、５回の測定の平均に等しい。貫入時間は５秒であり、針（シャフトの重さは
４７．４６ｇであり、針の重さは２．５７ｇである）に、追加の荷重は加えない。
【００９０】
　結果を次の表に要約する。
【００９１】
【表５】

【００９２】
　本発明による組成物Ａは、組成物Ｂより堅くなく、そのため、崩潰性能の向上を示す。
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